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それ は ある 日の 事だった。 —— 

かわせ 

待って いた 為替が 家から 届いた ので、 それ を 金に 替 

え かたがた 本郷へ 出る ことにした。 

雪の 降った あとで 郊外に 住んで いる 自分に は その 雪 

解けが 億劫な ので あつたが、 金 は 待って いた 金な ので 

かま 

関わずに 出かける ことにした。 

それより 前、 自分 はかなり 根 をつ めて 書いた もの を 

失敗に 終わらし ていた。 失敗 はとに かくと して、 その 

失敗の 仕方の 変に 病的だった ことが その後の 生活に ま 



三時が 打っても 自分 は 寝なかった。 

おそ のぞ おそ 

夜晚く 鏡を視 くの は 時に よって は 非常に 怖ろ しい も 

ので ある。 自分の 顔が まるで 知らない 人の 顔の ように 

見えて 来たり、 眼が 疲れて 来る 故 か、 じ ー つと 見て い 

ぎがく は おもて 

るう ちに 醜悪な 伎楽の 腫れ 面 という 面 そっくりに 見 

えて 来たりす る。 さ ー つと 鏡の 中の 顔が 消えて、 あぶ 

り 出しの ように また 現われた りする。 片方の 眼 だけが 

出て 来て しばらくの 間 それに 睨まれて いる こと も ある- 

し かし 恐怖と いうよう な もの も ある 程度 自分で 出した 

り 引 込めたり できる 性質の ものである。 子供が 浪打際 

で 寄せたり 退いたり している 浪に 追い つ 追われつ しな 



て 来て いる。 湯気が 屛風 のように 立騰 つていて 匂いが 

鼻を撲 つた —— 自分 はしみ じみした 自分に 帰って いた- 

風呂屋の 隣り の 天 ぷら屋 はま だ 起きて いた。 自分 は自 

分の 下宿の 方へ 暗い 路を 入って 行った。 
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